
世界が直面している緊急の保健課題 
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２０２０年初頭に世界保健機関（WHO）が発表した世界で緊急を要する課題リストは、保

健関連の中核的な優先事項やシステムに対して指導者らが十分な投資をしてこなかったこ

とへの深い懸念を示したものだ。ジュネーブに本拠を置く WHO は、このことで、人々の

生命や生活、経済が危機に晒されていると指摘している。 

 

国内総生産（GDP）の１％をプライマリー・ヘルスケアに投じ、より多くの人々が良質の

基本サービスを利用できるようにすべきだと勧告する WHO は、世界各地の人々に影響を

及ぼす幅広い問題を網羅した向こう１０年間の優先課題を指摘している。 

 

たとえば、気候変動を巡る議論にこれまで以上に保健衛生の視点を入れること、紛争地域

や危機的状況にある地域に医療を提供すること、医療環境を清潔に保つこと、医療サービ

スを公正にすること、医薬品へのアクセスを拡大すること、感染症の拡大を食い止め、世

界的な流行（パンデミック）に備えること、危険な製品から人々を保護すること、などで

ある。 

 

WHO は、「気候変動危機は健康危機である」として、大気汚染によって毎年推定７００万

人が死亡する一方で、気候変動によって異常気象が多発し、栄養不良を悪化させ、マラリ

アなどの感染症の拡大に寄与していると指摘している。地球温暖化を引き起こすのと同じ

ガスが、心臓発作や肺がん、慢性的な呼吸器系障害による死亡の４分の１以上の原因とな

っているという。 

A health worker administers a vaccination against cholera to a young boy in Yemen. 
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WHO は、官民両部門のリー

ダーに対して、互いに協力し

て大気を浄化し気候変動が健

康に及ぼす影響を軽減するよ

う求めた。２０１９年には、

５０カ国以上・８０超の都市

が WHO の「空気質ガイドラ

イン」を順守し、大気汚染や

気候変動関連の政策をそれに

合わせることを公約した。WHO は２０２０年には、大気汚染が健康に及ぼすリスクを各国

政府が予防・軽減するための政策オプション策定に向けて取り組むことになっている。 

 

紛争地域や危機的状況にある地域に医療を提供することに関しては、２０１９年は、紛争

が長引く国々において最高レベルの感染症対策が必要とされた年であった。また、医療関

係者や医療機関が狙われる憂慮すべき傾向も続いた。WHO は、１１カ国で医療関係者に対

する攻撃が９７８件あり、１９３人が死亡したとしている。同時に、紛争によって記録的

な数の人々が居住地を追われ、数多くの人々が、時には何年も医療を利用できずにいる。 

 

WHO は、保健医療の問題は考慮すべき事柄の一部にすぎないと認識しており、究極的に必

要なのは、①長引く紛争を解決する政治的解決策を見出すこと、②最も脆弱な保健システ

ムを無視することをやめること、そして、③医療関係者や施設を攻撃から守ること、とし

ている。 

 

他方、世界の医療施設の推定４分の１が、保健システムが機能するために必要な基本的な

上水道や衛生施設を欠いている。これにより医療サービスの質が低下し、患者や医療関係

者への感染リスクが高まっている。このことは、世界で数十億人が、いずれも疾病の主要

原因となる清潔な飲み水や適切な衛生設備を欠くコミュニティーで暮らす状況下で起こっ

ている。 

 

保健医療の公正を期すことに関して言えば、WHO は、根強い経済、社会格差の拡大が、人々

の健康の質に大きな差をもたらしていると警告している。富裕国と貧困国との間には平均

余命で１８年の差があるだけではなく、同じ国や、同じ都市の中でも著しい格差がみられ

る。 

 

同時に、ガンや慢性的な呼吸器障害、糖尿といった非感染症の世界的拡大が、低・中所得

国に過大な負担をかけており、貧困層の資産を急速に奪う結果になっている。 
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WHO は、個人の健康上のニーズの大部分に対処するプ

ライマリー・ヘルスケアを実践することが、不平等を解

消する最善の方法の一つであるとして、すべての国々に

対して、さらに GDP の１％をプライマリー・ヘルスケ

アに充て、人々が自宅近くでニーズに応じた基本的なサ

ービスを利用可能にするよう提唱している。 

 

これは、医薬品へのアクセスを拡大するニーズとも結び

ついている。世界の人口の約３分の１が医薬品やワクチ

ン、診断ツール、その他の基本的な医療品を利用できな

いでいる。 

 

良質な医療品を利用しづらい環境では、患者が危機に陥ったり、薬物耐性が促進されたり

するなど、健康や生命が脅かされる。医薬品やその他の医療製品は、ほとんどの保健シス

テムにおいて、医療従事者の人件費に次ぐ第２の支出項目となっている。低・中所得国で

は、個人の医療費が支出の中で最も大きな部分を占めている。 

 

WHO は、２０２０年には、世界規模での医療アクセス拡大に向けた重点課題を設けるとい

う。たとえば、基準以下や偽造された医療品の取り締まり、低所得国がサプライチェーン

を通じて質の高い医療品の確保を図るキャパシティビルディングの強化、糖尿病など非感

染症の診断・治療へのアクセス拡大などである。 

 

感染症に関しては、HIV や結核、ウィルス性 B 型肝炎、マラリア、それに、顧みられない

熱帯病や性感染症によって、２０２０年には４００万人が死亡すると推定されている。そ

のほとんどが貧困層である。他方、ワクチンによって予防可能な麻疹のような疾病で２０

１９年には１４万人が亡くなった。そのほとんどが子どもである。ポリオはほぼ絶滅状態

にあるが、それでも昨年には１５６件が報告されており、２０１４年以来最大となってい

る。 

 

その根本原因は、国からの支援不足と相まって、感染が広がる国々における予算不足と保

健システムの脆弱さにある。 

 

感染症の拡大や自然災害、その他の健康上の緊急事態などへの事後的な対応に毎年かけて

いる額は、その予防にかける額よりもはるかに多い。 

 

WHO によると、インフルエンザのような、新型で、感染力が高く空気感染するタイプで、

資料：World Health Organization 
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ほとんどの人々に免疫がない

ようなパンデミックが発生す

ることは不可避であるという。

それは、新たな感染症が発生

するかどうかの問題ではなく、

それがいつ起きるか、起きた

場合はどのぐらい急速に広ま

るか、という問題なのだ。そ

れによって数百万の人々の命

が危険に晒されるかもしれな

い。虫を通じて媒介されるデング熱やマラリア、ジカ熱、チクングニア熱、黄熱のような

病気は、気候変動によって増えた蚊が新しい地域に移動することで拡大する。 

 

しかし、人々の健康に世界的影響を及ぼすのは、そうした病気だけではない。食料不足、

危険な食料、不健康な食事もまた、今日の世界における疾病原因の３分の１を占めている。 

 

飢餓と不安定な食料供給が数多くの人々を苦しめている。食料不足は戦争の手段としても

利用されてきた。同時に、砂糖や飽和脂肪酸、トランス脂肪酸、塩を含む飲食物を消費す

ることで、体重が増えすぎ、食料に関連した病気も世界中で増えている。 

 

WHO のテドロス・アダノム・ゲブレイェスス事務局長は、「健康問題が開発に及ぼす影響

は広範囲にわたるため、保健衛生を守るのは所管大臣だけの問題ではありません。」「より

健康な世界を実現するための近道などなく……私たちは、世界の指導者たちに約束を果た

させねばなりません。」と述べ、保健衛生システムの不備に対処し、最も脆弱な国々を支援

するための資金拠出を増やすよう呼びかけた。 

 

テドロス事務局長は、各国の保健衛生に対する関心を平和・安全保障に対するものと比較

して、「多くの国々はテロ対策には積極的に多額の予算をかけるが、感染症の方がより致命

的で経済への打撃が大きいにもかかわらず、ウィルスの拡大阻止にはあまり予算を割り当

てようとしません。」と指摘した。(01.11.2020) INPS Japan/ IDN-InDepth News 

Parents visiting her 15-year-old daughter, who is suspected of 

being infected by Ebola, at the Ebola Treatment Center in Beni, 

DRC (January 2019). 資料：World Bank /Vincent Tremeau. 
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